














要約:和歌山県御坊保健所管内において、健診の機会を利用した乳幼児の事故防止のための

個別の保健指導を試みた。また、この指導を受けた保護者に対して、後日、指導効果の有

無をみるためのアンケート調査を行った。 

その結果、この保健指導は保護者の事故に対する意識を向上させ、有用なものであるとの

支持を得た。しかし、保護者の予防についての意識と事故の発生頻度は必ずしも一致して

いなかった。 

今後は、子どもの発達段階や事故の発生頻度を考慮した保健指導の方法をさらに検討して

ゆく必要があると考える。 


